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第７回運転責任者運営委員会 議事要旨 
 

 

１ 日 時    平成２２年２月１９日（金）  １４時３０分 ～ １７時１０分 

 

２ 場 所    日本原子力技術協会 特別会議室 

 

３ 議 題 

（１）会議定足数の確認、議事次第と配布資料の確認  

（２）代理出席者の承認 

（３）前回議事録の確認 

 （４）運転責任者判定業務の実施状況について 

 （５）平成２２年度判定計画について 

（６）筆記試験問題に関する重要度・難易度付加結果及び対応について  

（７）口答(筆記)試験委員・講習講師の委嘱について 

 （８）運営委員会でご指摘を受けた課題の対応状況について 

 （９）その他 

 

４ 出席者：（敬称略、順不同） 

(委員) 北村委員長、島津委員、鈴木敏雄委員、藤原委員、月川委員、伊東委員  

（事務局 原技協）成瀬理事、青ＧＬ、阿部、浦野 

 

５ 議 事 

（１）会議定足数の確認、議事次第と配布資料の確認 

会議定足数（委員の２／３以上出席）を満足しており、運営委員会が成立することを確認した。議事次

第と資料の確認を実施した。 

 

（２）代理出席者の承認 

  代理出席者なしのため、省略した。 

 

（３）前回議事録の確認 

前回議事録が了承された。 

 

（４）運転責任者判定制度の実施状況について 

事務局より、平成２１年度の業務実施状況について第３回講習・口答（筆記）試験までの実績を説

明した。今後、第４回講習・口答(筆記)試験の実績も含め２１年度業務実施状況として報告する旨を

説明し、以下の意見があった。 

[主な意見等] 

①筆記試験委員及び講習講師の評価要領について、口答試験委員の評価要領と同様に、より具

体的な評価内容を検討すること。 

②運転員の統督に関する知識の講習は、労働安全や航空産業に従事する方々により実施されて

いる。講習内容の理解を一層深めるため、事務局が解説する等の方策を検討する。 

③２１年度の実施状況を踏まえ、運転責任者の知識を確認する手段としての口答試験の進め方

の改善について検討すること。 

④運転責任者に必要な力量を有している人を不合格とする、あるいはその逆となっていないこ

とを検証するための方策について、今後の課題として検討する。 
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（５）平成２２年度判定計画について 

事務局より、平成２２年度判定計画について説明し、確認された。 

 

（６）筆記試験問題に関する重要度・難易度付加結果及び対応について 

事務局より、重要度・難易度付加結果及び今後の対応方針について説明し、以下の意見があった。 

[主な意見等] 

①重要度・難易度の設定は大切であり、評価者によりバラつきが発生しないようさらに基準を明

確にしてゆくこと。 

②難易度の認識は、受験者が全員間違えた問題は“難”、全員正解した問題は“易”といった単

純なものではない。出題して公表すれば、それ以降全員が正解する問題でも難しいものは、“難”

に分類するものである。 

   ③難易度の設定は、試験問題作成ＷＧにおける筆記試験問題内容の審議の際、運転責任者として

のＷＧ委員の経験から一部見直しを行っている。 

 

（７）口答(筆記)試験委員・講習講師の委嘱について 

事務局より、平成２１年度に実施した追加委嘱状況について説明した。今回の委嘱により電力毎

の委嘱者数のバラつきが減少するとともに、十分な委員・講師の人数が確保できた。 

 

（８）運営委員会でご指摘を受けた課題の対応状況について 

第６回委員会以降の対応状況について事務局より説明し、以下の意見があった。 

[主な意見等] 

①講習レポートの写しを一部の電力に送付する運用について、レポート課題を公表することで公

平性は確保されることを説明すること。 

 

（９）その他 

  ①運営委員の任期はH22.3.31で満了になるが、各委員に22年度から3年間の委員再委嘱をお願い

し、了解された。 

 

以 上 


